
支
所
庁
舎
施
設
活
用
プ
ラ
ン
の
策
定

　
本
市
で
は
、平
成
17
年
３
月
22
日
の
市
町

村
合
併
時
か
ら
総
合
支
所
方
式
を
採
用
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

　

総
合
支
所
庁
舎
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

合
併
前
の
合
併
協
議
会
や
合
併
後
の
関
連

計
画
な
ど
に
お
い
て「
新
庁
舎
建
設
後
は
本

庁
方
式
に
移
行
し
総
合
支
所
は
支
所
と
す

る
」と
し
て
お
り
、本
庁
舎
増
築
棟
完
成
後

の
本
年
４
月
に
総
合
支
所
を
支
所
と
あ
ら

た
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、支
所
移
行
に
あ
た
り
、さ
ら
に
効

率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、本
年
３

月
に
菊
池
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
策
定
。
同
時
に
支
所
庁
舎
施
設
活
用
プ

ラ
ン
を
定
め
ま
し
た
。

　
現
在
、同
プ
ラ
ン
を
基
に
支
所
へ
移
行
し

た
後
の
施
設
活
用
方
針
を
整
理
し
、行
政
窓

口
の
位
置
や
支
所
庁
舎
に
発
生
す
る
空
き

ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
方
法
の
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

支
所
庁
舎
の
活
用
の
検
討

　

支
所
庁
舎
施
設
活
用
プ
ラ
ン
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、市
民
の
意
見
を
集
約
す
る
た

め
、市
内
関
係
団
体
の
代
表
者
と
一
般
公
募

の
方
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、支
所
庁
舎

の「
現
状
を
知
ろ
う
」「
あ
る
べ
き
姿
を
考
え

よ
う
」「
使
い
方
を
考
え
よ
う
」と
い
う
課
題

を
提
起
し
全
３
回
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
ひ
び
割
れ
や
雨
漏
り
な

ど
思
っ
た
よ
り
劣
化
し
て
い
る
」「
住
民
の

交
流
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
他
の
公
共
施
設

の
ス
ペ
ー
ス
に
し
て
は
ど
う
か
」「
不
要
な

施
設
は
減
ら
す
べ
き
」な
ど
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

支
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
利
活
用
方
法

に
つ
い
て
、市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
周
辺
の
公
共
施
設
や
民
間
企

業
な
ど
を
入
れ
、支
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を

有
効
活
用
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
約
６
割
、

支
所
を
縮
小
ま
た
は
売
却
す
べ
き
と
い
う

意
見
が
約
３
割
あ
り
ま
し
た
。

も
都
市
機
能
誘
導
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、現
庁
舎
を
積
極
的
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

行
政
窓
口
に
つ
い
て
も
現
庁
舎
に
設
置
し
、

現
状
の
ま
ま
と
し
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
方
針
を
基
に
、市
民
の
皆

さ
ま
へ
丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
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０
５

支
所
庁
舎
有
効
活
用
の
方
針

　

関
連
計
画
、
支
所
庁
舎
の
現
状
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
意
向
結
果
を
踏
ま
え
、

行
政
窓
口（
支
所
機
能
）の
位
置
に
つ
い
て

は
、次
の
よ
う
に
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

　

支
所
庁
舎
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て

は
、民
間
活
力
の
導
入
や
公
共
施
設
お
よ
び

他
の
公
的
機
関
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

の
活
用
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

■
七
城
支
所

　
行
政
窓
口
は
、現
庁
舎
内
に
あ
る
必
要
は

な
い
も
の
の
、周
辺
住
民
が
利
用
す
る
施
設

で
あ
る
こ
と
か
ら
利
便
性
を
考
慮
し
、現
庁

舎
に
近
い
位
置
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、隣
接
す
る
七
城
公
民
館

な
ど
へ
移
転
す
る
か
、当
面
の
間
は
現
庁
舎

に
置
く
方
向
で
検
討
を
進
め
ま
す
。

■
旭
志
支
所

　
建
物
が
老
朽
化
し
て
お
り
、熊
本
地
震
で

も
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、周
辺
施
設
へ

の
行
政
窓
口
の
移
転
を
検
討
し
ま
す
。
移

転
場
所
は
、周
辺
住
民
が
利
用
す
る
施
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
利
便
性
を
考
慮
し
、現
庁
舎

に
近
い
旭
志
公
民
館
が
望
ま
し
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

■
泗
水
支
所

　

泗
水
支
所
周
辺
は
、
熊
本
都
市
圏
に
近

く
、人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
菊
池

市
中
心
部
に
次
ぐ
都
市
機
能
の
集
積
量
が

あ
り
、菊
池
市
立
地
適
正
化
計
画
に
お
い
て

支
所
庁
舎
の
現
状

　

支
所
庁
舎
は
、
七
城
地
区
、
旭
志
地
区
、

泗
水
地
区
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
建
設
年

度
は
、築
30
年
以
上
を
経
過
し
た
棟
が
17
棟

の
う
ち
12
棟
と
70
・
６
％
を
占
め
て
お
り
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
施
設
が
多
く
み
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、築
30
年
以
上
を
経
過
し
た
施
設
の

延
床
面
積
の
合
計
が
７
７
６
２・
１
平
方
㍍

と
全
体
の
94
・７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

菊
池
市
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
vol.3

地　区 施設名
（敷地面積） 棟の名称 構　造 築年度 築年数

（年）
延床面積
（㎡）

七　城 七城支所
（10,015.2㎡）

支所庁舎 鉄骨鉄筋コンクリート造 昭和55 37 2,006.9

機械室 鉄骨鉄筋コンクリート造 昭和55 37 28.8

空調機械室 鉄骨鉄筋コンクリート造 昭和55 37 31.5

北側車庫 鉄骨造 昭和55 37 264.6

渡り廊下 鉄骨造 昭和55 37 30.0

電算棟 鉄骨鉄筋コンクリート造 平成６ 23 216.0

南側車庫 鉄骨造 平成20 9 64.6

旭　志 旭志支所
（10,242.2㎡）

支所庁舎 鉄骨鉄筋コンクリート造 昭和48 44 2,034.9

車庫及び倉庫 鉄骨鉄筋コンクリート造 昭和48 44 105.0

総務課倉庫 鉄骨造 平成10 19 19.5

泗　水 泗水支所
（13,077.0㎡）

支所庁舎 鉄骨鉄筋コンクリート造 昭和55 37 3,006.2

来客用駐輪場 鉄骨造 昭和62 30 10.4

消防積載車車庫 鉄骨造 昭和60 32 27.0

北側公用車車庫 鉄骨造 昭和55 37 191.0

職員用駐輪場 鉄骨造 昭和58 34 25.8

マイクロバス車庫 鉄骨造 平成１ 28 107.0

南側公用車車庫 鉄骨造 平成１ 28 28.0

支所施設一覧

支所の空きスペースの活用方法についてのアンケート結果

ワークショップでは、見た結果、気になる点など、コメントを
添えてみんなで整理

市
で
は「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
施
設
白
書

を
含
む
）」を
策
定
し
ま
し
た
。
今
回
は
支
所
庁
舎

の
有
効
活
用
に
向
け
た
方
針
を
掲
載
し
ま
す
。

その他の公共施設を
移転させるスペース
として活用すべき

無回答
7.4％（86件）

民間の企業や店舗に
貸し出し、家賃収入
を得るべき

支所の機能を周辺の
公共施設 に 移転 し、
土地を売却し収入を
得るべき

維持費もかかるので、
不要なスペースは解
体、縮小すべき

→ 築30年以上の施設

その他
2.3％（27件）

27.7％
(322件)

回 答
1,164件

33.3％
(388件)

10.8％
（126件）

18.5％
（215件）

支所の行政窓口はな
くなるの？

熊本地震では各支所
の建物は大丈夫だっ
たの？

支所の行政窓口はな
くなりませんが、窓
口の位置や施設の機
能については、市民
の皆さんの利便性を
考慮し検討
します。

支所施設の中には、被害が大き
く、壁面にヒビや破損が生じて
いる建物もあります。
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